あしたの旅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中里見　富康

１
「ただいまぁ、アシ太」小学生の翔が帰ってきた。真っ先に飼い犬のアシ太に挨拶する。翔が物心付いた時からいた犬なので仲の良い兄弟のようだった。血統書があるような良い犬ではないが、優しい利口な犬だった。翔はアシ太の体や頭を撫でてやると家の中に入って行った。

　変わった名前が付いているが、お父さんから足が太いのでアシタと名づけたと聞かされていた。確かに他の犬と比べるとかなり足が太い。お父さんお母さんが良く散歩に連れ出していたせいかも知れない。いや遺伝でもともと太かったのだろう。

　アシ太は良く世話をしてもらい散歩は勿論、餌も結構いい値段のペットフードを貰っていた。雨にもなるたけ当たらないように犬小屋の上を覆うような屋根を付けて大切にしてもらっていた。でもアシ太なりに飼い主たち人間が羨ましかった。幸せのはずのアシ太だったが、心に少し不満も持っていた。

―　いいなあ、みんなは。自由に色んな所へ行けて・・・。自分は散歩の時だけ外に出られるけど、その他は繋がれっぱなしだものな。

　などと考える力を持ち合わせていた。言葉に出せないのがもどかしかった。日本犬のミックスの中型犬で薄茶色の地に白い部分が混じってる毛色だった。ただ特徴的なのは背中周りが白毛で帯のようになってる所だった。他に４本足と尻尾が白毛になってた。

　ある夜、アシ太が一寸伸び上がった拍子に繋ぎ紐が突然切れてしまった。アシ太は急な出来事に戸惑ってしまった。小屋の周りをうろうろしたり、家の門の辺りまで行って外の様子を眺めたりしていた。

　満月が煌々と光っていて夜道も遠くまで見通せた。自由の身になった訳だが、最初はうろうろするばかりだった。家の人達は皆優しいし、自由に動き回れない他は快適に暮らせていた。そこへ時たま遊びに来る野良犬のゴン太が通りかかった。

―　おや、アシ太。どおした？

―　いやぁ、突然紐が切れてさあ。今は自由の身なんだよ。

―　そうかあ、じゃあちょっとその辺で一緒に遊ぼうか・・・。

―　うん、ちょっと夜遊びしちゃおうかなあ。

―　ようし、じゃあ行くぞぉ！

　２匹は元気良く駆け出して行った。ゴン太の後を付いて知らない路地なども入り込んで夢中で暫く遊んだ。

―　気持ちいいなあ、おもいっきり自由に走り回れるのって。

―　そうだろう。でもまあ最初だけだけどもな・・・。俺は元は飼い犬だったんだ。でも　　途中で捨てられちゃってさあ。野良犬家業も楽じゃないぜ。

―　そうだったんだあ。いつもゴン太さんが羨ましくてさあ、いいなあって思っていたん　　さ。

―　まあ今じゃあそれなりに暮らしてく知恵も付いたから、結構快適だがなあ。

―　ふーん、凄いねえ。

―　そろそろ夜が明けるから帰った方がいいぞ。

　そう言われたアシ太は、飼い主も心配するだろうから家へ帰るつもりでいた。しかし突然、「俺も一緒に連れてってくれない？」と言う”言葉”が口を突いて出た。驚いたのはゴン太の方だった。

―　おいおい、気は確かか？折角可愛がられているのに。

―　うん。飼い主には悪いと思うよ。でも前々から薄っすらとは思っていたんだ。

―　わざわざ苦労する事はないぜ。家へお帰り。大体において俺を頼っての家出じゃあダ　　メだな。そんな気構えじゃあ生きて行けないから。

ゴン太に突き放されたアシ太だった。そう言われたアシ太はゴン太と別れて独り小走りに夜の明けつつある路地を移動していた。ただそれは飼い主の家のある方向では無かった。                                    　２

「あーあ、明日は運動会かあ・・・」小学生の博美は溜息をついた。運動音痴の博美にとって憂鬱な日なのだった。学校帰りに友達と別れた後独り堤防の上で座り込んでいた。

と、そこへ何処からとも無く１匹の犬が近寄ってきた。ちょっと薄汚れてるが首輪をしてるので飼い犬が逃げて来たのだろうと言う位に、さして気にも留めなかった。

　それはアシ太だった。女の子の隣にちょこんと座って同じ方向を見ていた。

「大人しい犬ねえ。何処から来たの？」と言って背中を撫でてやった。犬は気持ち良さそうにして、時たま目を細めたりして遠くを見ているようだった。女の子は撫でてるうちに気持ちよくなって来るのが分かった。

「面白い犬ねえ。まるで私の気持ちを撫でてくれているみたい・・・」

今度は犬がこっちを向いて何か言いたそうな目に見えてきた。優しい穏やかな目をしていた。人間の気持ちが分かるのだろうか。

「不思議な気持ちになって来ちゃった」女の子は、くよくよ先の事を考えていたのが嘘のように消えていたのに驚いた。

「ありがとね。でも君は迷子なんだね。家へおいでご飯とか食べたいでしょう」

そう言うと立ち上がって手招きして歩き出した。犬は大人しく後を付いて来た。

「飼い主さんが心配してるよ、きっと」と振り向いて話しかけた。

「そうだ、迷い犬のチラシを書いてやるわね」と女の子は親身になっていた。

「家はアパートだから飼えないから、きっと飼い主さんを見つけてやるね」

女の子とアシ太は昔からの友達のように連れ立って家へと歩いていた。

 家へ着くと、事の成り行きをお母さんに話した。

「だから、飼い主が見つかるまでちょっと世話をしてあげたいの」と博美が言った。

「そう、博美の大事な友達みたいだし、少しの間だけなら周りの人も許してくれると思うわ。でも出来るだけ早く見つかって欲しいわね」

「そうね」と言ってはみたものの、本当はずっと一緒にいて欲しかった。

　翌日、運動会に博美は初めて気分良く参加できた。何故かと言うと、あの犬が遠くから見ていてくれたのだ。何かそれだけで気持ちが明るく強くなれるような気がしていた。親が来て応援してくれるのとは違った。

　学校帰りも一緒に帰ったので、連れの友達は驚いていた。こんな大人しくてお利口な犬は、初めて見たと褒めてくれた。友達に自慢できる事が出来て何だか嬉しくなってきた。あまり勉強も好きではなかったので身を入れて勉強してなかったが、気持ちがワクワクしてきて意欲も出てきていた。運動会も以前は嫌々出ていたが今日は進んで参加できたのだった。気持ちが前向きになって来ると他の勉強の事まで積極的になれそうだった。

　迷い犬の張り紙をしなくてはならない。約束なので仕方ないが、本当は飼い主が見つかって欲しくなかった。ずーっと一緒にいたかった。でも家では飼う事が出来ないのは分かっていた。

　張り紙して１週間しても１０日しても飼い主は見つからなかった。でも博美は嬉しかった。このまま一緒に暮らしていたかった。ところが２週間目の日に突然あの犬が居なくなってしまった。学校帰りいつも校門の所にいるはずのワンちゃんが見当たらなかった。初めて出会った堤防へも行って見たがやはり居なかった。家に帰ってるのかとも思い帰宅したがいなかった。物凄くガッカリしてお母さんに話すと

「利口な犬だから迷惑が掛からないうちに他に行ったのよ」と諭された。

博美は涙を拭いながら「うん、そうかもね。私も迷惑を掛けないように頑張るからね」としゃくり上げながら気丈に返事をした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　３

巧は２５歳だが世に言うニートだ。何処にも属していなかった。いや両親の脛に噛り付いて家族の一員としてそこに一応属している。大学を出で一度就職したまでは良かったが

そこを辞めてしまった後がいけなかった。そこでプツンと緊張の糸がが切れたようになってしまい社会への参加の意欲が萎えてしまっていた。再就職するでもなく資格の勉強をするでもなく日がなフラフラしていた。それでも外へ出て時たま友達と会っていたので引きこもりにはならなくて済んでいた。そうギャンブル好きでもなくどちらかと言うと家で本を読んだりパソコンでインターネットをしたりの方が多かった。

　今日は天気も良いので本屋かゲーセンにでも行こうと思い外出した。少し歩いた所で野良犬に出会った。でも良く見れば首輪をしていたので、おやっと思ったが無視して通り過ぎた。と言うか中型犬くらいだがちょっと怖かったので道の反対側へ避けた。何処の家の犬か知らないが困ったもんだと思っていた。

　そうに思われた犬はアシ太だった。人間で言えば放浪の旅をしてる所かもしれない。ただアシ太は苦しみ悩んでる人間を嗅ぎ分ける嗅覚みたいのを持っていた。さっき通り過ぎた青年に感じるものがあった。自分みたいに紐に繋がれていない犬を見ると人間は警戒をする。でもアシ太は優しそうな顔つきであり得していた。それに吠えずに静かにしてれば大丈夫だと言う事を自然に学んだ。そして先程の青年の後をこっそりと追った。

　巧は結局古本屋へ寄った。大型店舗でありとあらゆる物が安く手に入った。ただここでも買うのは稀だった。時間は充分あったので大概は立ち読みしてしまう。少し離れた所には普通の本屋があったが余程興味があるもの以外はここの古本を立ち読みしていた。やはり収入がないから自然と倹約していた。でも新書本もすぐに入荷していたので話題作なども早めに読めた。巧は２時間くらい面白そうなのを読んで店を出た。

　すると、来る時に見かけたあの犬らしいのが店の外でちょこんと座っていた。大人しそうなので思わず声をかけた。

「おい、どうした？　こんな所でご主人でも待ってるのか」

すると足元に擦り寄って来た。

「おいおい、俺はご主人じゃあないぞ。迷子になったんかあ、可愛そうに」

そして今度は巧を見上げて、お手のポーズをして来た。体の割りに太い足だった。

「ほー、仲良くしたいのかな」と言って手を出してお手に応じてやった。

「お前はなかなか世渡り上手だな。俺ももう少し要領よく会社勤めが出来れば良かったよなあ」と、つい犬に愚痴をこぼしてしまった。

「お前も今は独りで大変なんじゃあないのか」と、相手は犬だが感情移入していた。

「家へ来るか？　飯でも食わしてやるぞ」と言って歩き出した。

　果たして付いて来るか後ろを振り向き振り向き歩いていたが、意味が分かったのかちゃんと後を付いて来ていた。巧は何となく子分でも出来たようで嬉しかった。久々に心がウキウキしていた。ちょっと薄汚れた犬をしかもノーリードで連れてる自分を奇異な目で見る人もいたが、何故か今は世間が気にならなかった。

　家へ着くと親に事の経緯を話してみた。ところが馬鹿呼ばわりされて怒られた。自分では餌でもやってすぐ帰すつもりでいただけなのに、そんな野良犬にやる食べ物は一つも無いと拒絶された上に、食い扶持くらい自分でちゃんと稼げと怒鳴られてしまう有様だったのだ。確かに甘えてる自分が悪い。しかし気持ちよく帰って来たのに、痛い所を突かれたので返す言葉もなかった。犬との帰り道で和んだ気持ちは吹き飛び、逆にこの犬のせいでと言うストレスが罪も無い犬に向いてしまった。

　巧は自分でも何をしてるのか分からなくなっていた。逆切れした感情は犬にストレートに向かった。大声を上げて思い切り犬を蹴飛ばしていた。殺気を感じたアシ太は瞬間的に飛び退いたが後ろ左足を思う様蹴られてしまった。キャイーンと言ってその場から足を引き摺りながら逃げ出した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４

正はホームレスになって１年近く経っていたが、この１年何とかやって来られた。勤めた建設会社が次々と倒産してしまって、４０過ぎだが幸か不幸か独り身だったので”安心”してホームレスになってしまった。以前住んでた公園はダンボール小屋が強制撤去され住みづらい世の中になっていた。一時はホームレス用のアパートに入っていたが今はまた他の公園を根城にして生活をしていた。

　正には犬の相棒がいた。可愛そうに後ろ足を引きづるアシ太だった。簡単なポチと言う名で呼ばれていた。そして首輪はもう取り外されていた。ポチと出会って１ヶ月程だが正は幾分元気を取り戻した。ポチと一緒に居る事で気持ちが癒された。生き地獄のような世の中でポチは正にとって生き甲斐になっていた。美味しい餌はやれないが何とか一緒に生きて行けるくらいの食料は確保できた。毎日ではないが日雇いのお金が入ったのだ。

　大人しい犬なので途中で首輪を外してしまった。首輪を取る事で自分の犬になるような気がしたのだった。利口な犬で「待て」と言えば何時までも待ち続けていた。「お座り」も「お手」も何でも言う事をきいた。前の飼い主が良く躾けたのだろう。

　しかしそんなポチとの穏やかな生活も長くは続かなかった。公園で野良犬がうろついてると、保健所へ連絡した人がいたのだ。すぐ係りの人が来てポチを連れ去ってしまった。

何でも言う事をきく大人しい犬だと正は訴えたが聞き入れてもらえなかった。犬の登録や予防注射の事を言われてどうしようもなかった。保健所へ送られれば１週間くらいで処分されてしまうのだ。首輪を捨ててしまった事を正は悔やんだ。ただ首輪をしてても自分が本当の飼い主では無いからやはり無理だったのかも知れない。ポチを連れてかれてまた寂しい生活が始まった。世の中の法律は無慈悲だった。独りぼっちの者同士がひっそりと生活する事も許してはくれなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５

巧はあの犬の事が忘れられなかった。あの時はつい感情が爆発して犬にあたってしまったが、悪いのは自分で犬には悪い所は全く無かったのに気付いていた。巧には時間はいくらでもあったので方々を捜し回った。毎日のように自転車に乗ってあっちの路地、こっちの路地とくまなく捜してみた。だがあの犬は見つからなかった。しかし何と仕事も捜し始めていた。何故か意欲が湧いて来たのだ。

　アシ太は後ろ足を引き摺るようになってしまい、少し人間が怖くなった。この放浪の旅に出てから人の為になる事が以前の飼い主に対する恩返しだと思っていた。だから苦しみの中に居る人に敏感になっていた。自分が側に居る事でその人の気持ちが和らぐのが嬉しかった。しかしそれは思い上がりだと言う事が分かった。世の中の複雑さ厳しさみたいなのを少し感じ取った。

　そんな頃ホームレスの正と出会った。最初はお互いに警戒していたが、仲良くなるのにそうは時間は掛からなかった。人間と犬だが傷ついた者同士、お互いに気持ちが通い合ってるような信頼感で繋がって行った。そんな安心した生活を送っていたアシ太だったが、突然、知らない人にさらわれてしまった。勿論行き先がどんな所かなど分かる訳もなかった。アシ太は車に乗せられて着いた所で愕然としてしまった。仲間の悲鳴ともつかない叫び声で充満していた。皆本能的にこの先どうなるのかが分かってるのだ。ただ時たま知らない人によって連れ出されて行く犬もいた。しかし大方はここで最期を迎えるのだった。

　アシ太はまだまだ旅を続けたかった。明日を見たかった。偶然繋ぎ紐が切れたのを切っ掛けにして自分の足で冒険に出たのだった。傷は残ってしまったが、正に会った事で心の傷は癒え始めていたのだ。しかしもう万事休すかもしれない。やはり大それた冒険だったのかと悲しい声で鳴いていた。

　アシ太がそんな事になってるのも知らずに、巧は今日も捜しに出ていた。親にきつい事を言われて犬を虐待してしまったが、どうしてもあの犬が気になって仕様が無かった。古本屋に行った時、どうも自分を待っていたのじゃあないかと思えて仕方なかった。そんな筈は無いとは思うのだがついつい考えてしまう。たかが犬なのだが、どうしようもないこんな自分を待っていてくれたかもしれないと、空想するだけでも嬉しい気持ちがこみ上げて来た。

　アシ太の残された時間が徐々に無くなって行く。仲間が次々に連れられて来るが、前に居た仲間はどんどん居なくなって行った。

　あの運動会嫌いな女の子はどうしたろう・・・。蹴飛ばされて追い出されてしまったが

あの苦しそうだった青年はどうしたろう・・・。ホームレスのオジサンもどうしてるだろうか・・・。なによりも大事に育ててくれた優しい飼い主に申し訳ない気持ちで一杯だった。色々思い出せば思い出すほど悲しみに包まれて行った。やはり身勝手な自分はこのような結末を迎える他ないのだろうか・・・。

　そんな悲しみに沈んでいる時、檻の向こうに見覚えのあるあの青年の顔が近づいて来たのだった。でも思わず反対側を向いて隠れた。が、足を引き摺る感じで方向転換したので逆に目立った。青年は毛色の感じと足の太さで間違いなくあの犬だと確信したのだった。青年の顔に安堵の色が見えた。（完）
